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Ⅰ. 2016年度業績 

2016年度連結決算概要（前期比） 

単位：百万円 

2016年度 2015年度 増減額 増減率 

一株当たり当期純利益 163円73銭 149円39銭 ＋14円34銭 ＋9.6％ 

連結取り込みレート 108円77銭 / $ 121円10銭／＄ △12円33銭 / $ △10.2% 

2016年度 

 

2015年度 

 
前期比 2016年度 

直近予想 ※2 

直近予想比 

売 上 高 167,723 172,797 △2.9% 166,000 ＋1.0％ 

営 業 利 益 6,327 10,015 △36.8% 5,100 ＋24.1％ 

経 常 利 益 6,265 7,355 △14.8％ 5,000 ＋25.3％ 

当 期 純 利 益 ※ 1 3,980 3,700   ＋7.6％ 2,900 ＋37.2％ 

※1 親会社株主に帰属する当期純利益 

売上高 ： 円高の影響により減収 
営業利益 ： 米国損益悪化により減益 
経常利益 ： 為替差損の減少により減益幅縮小 
当期純利益 ： 税金費用の負担減少により増益 

※2 2017年2月9日開示予想値 
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得意先 2015年度 （％） 2016年度 （％）

日産 Gr 110,412 63.9% 109,654 65.4%

ホンダ Gr 37,659 21.8% 35,798 21.3%

トヨタ Gr 7,458 4.3% 8,039 4.8%

いすゞ 5,396 3.1% 4,656 2.8%

マツダ 3,725 2.2% 2,746 1.6%

スズキ 2,239 1.3% 1,731 1.0%

ＶＷ 1,367 0.8% 706 0.4%

GM Gr 439 0.3% 339 0.2%

その他 4,102 2.3% 4,054 2.5%

合計 172,797 100.0% 167,723 100.0%
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2015年度 2016年度 

連結得意先別売上高（前期比） 

単位：百万円 単位：百万円 

日産 日産 

ホンダ ホンダ 

167,723 172,797 

トヨタ トヨタ 

+581 
（+7.8%) 

△1,861 
（△4.9％） 

△758 
（△0.7％） 

現地通貨ベースでは増加となるも 
円高の影響により全体は減少 

※ ルノー向け売上含む 

※  
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10,015 

6,327  

+1,585 

△3,108 

+1,567 

△577 

+643 

△2,583 

+442 

△430 

△1,227 
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金型設備 
利益 

連結調整等 

為替換算 
影響 

新拠点操業 
開始に伴う費用 
の減少 

合理化 

客先原低対応 

減価償却費 労務費上昇などに
よる米国損益悪化 

売上増 

単位：百万円 

2015年度 2016年度 

連結営業利益の増減要因分析（前期比） 

△3,688 減益 

売上（ボリューム）増や、合理化などの増益要因はあったものの、
労務費上昇などによる米国損益悪化により減益 
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4,507  
2,136 

3,561 4,255  

△ 1,863 

3,545  

△ 5,000 

0

5,000

地域別（連結調整前）売上高・営業利益（前期比） 

単位：百万円 

◆売上高 

◆営業利益 

日本  ： 海外からのロイヤルティが円高により減少 
米州  ： 米国損益の悪化により営業損失 
アジア： 現地通貨ベースでは増益も、円高の影響により横ばい 

49,424  

81,081  

57,577  57,136  

78,014  

52,218  

0

50,000

100,000

15年度    16年度 

日本 
  15年度   16年度 

 米州 
15年度   16年度 

アジア 

15年度    16年度 

日本 
15年度   16年度 

米州 
15年度   16年度 

アジア 

単位：百万円 

＋7,712 

＋15.6％ 

△3,067 

△3.8％ △5,359 

△9.3％ 

△252 

△5.6％ 
△3,999 

－ 

△16 

△0.5％ 

増減額 
増減率 
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有形固定資産         +10,405 
 
無形固定資産             △127 
投資その他の資産       +641 

連結貸借対照表の概要  2017年３月期 

新拠点立上げや既存拠点の増強・拡張により有形固定資産が増加 
銀行借入での資金調達により有利子負債が増加 

流動負債 55,667 43,092 +12,575 

固定負債 17,744 12,230 +5,514 

負債合計 73,412 55,323 +18,089 

株主資本 81,570 80,123 +1,447 

その他の包括利益累計額 △3,124 △499 △2,625 

非支配株主持分他 15,311 16,403 △1,092 

純資産合計 93,759 96,027 △2,268 

負債・純資産合計 167,171 151,351 +15,820 

現預金          +2,860 
棚卸資産         +1,634 

有利子負債              +13,703 
         
電子記録債務            +4,207  

純利益                      +3,980 
配当支払                   △913 
自己株式                 △1,587 

為替換算調整勘定    △3,634 
その他有価証券 
評価差額金        +957 

単位：百万円 

8 

2017年3月末 2016年3月末 増減 

流動資産 72,018 67,117 +4,901 

固定資産 95,152 84,233 +10,919 

資産合計 167,171 151,351 +15,820 
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Ⅲ. 米国での収益改善の取り組み 

Ⅴ. 株主還元について 

Ⅰ. 2016年度業績 

Ⅳ. 「YSP2017」の進捗及び今後の方向性 
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Ⅱ. 2017年度予想 

 2017年度連結業績予想の概要 
単位：百万円 ◆損益の状況（前期比） 

2017年度 

予想 

売上高 

比率 

2016年度 

実績 

売上高 

比率 

2017年度予想－2016年度実績 

増減額 増減率 

売 上 高 166,000 100.0% 167,723 100.0% △1,723 △1.0％ 

営 業 利 益 4,100 2.5% 6,327 3.8% △2,227 △35.2％ 

経 常 利 益 4,400 2.7% 6,265 3.7% △1,865 △29.8％ 

当期純利益 ※1 2,500 1.5% 3,980 2.4% △1,480 △37.2％ 

※1 親会社株主に帰属する当期純利益 

売上高   ： 現地通貨ベースでは増加も、円高（想定）により 
               全体としては、ほぼ横ばい 
営業利益： 日本・メキシコなどの固定費増加により減益の見込み 
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2017年度予想 2016年度実績 増減額 増減率 

一株当たり当期純利益 105円18銭 163円73銭 △58円55銭 △35.8％ 

連結取り込みレート 105円00銭 / $ 108円77銭／＄ △3円77銭/＄  △3.5% 
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得意先 2016年度実績 （％） 2017年度予想 （％）

日産 Gr 109,654 65.4% 114,895 69.2%

ホンダ Gr 35,798 21.3% 28,474 17.2%

トヨタ Gr 8,039 4.8% 6,446 3.9%

いすゞ 4,656 2.8% 4,814 2.9%

マツダ 2,746 1.6% 2,906 1.8%

スズキ 1,731 1.0% 2,049 1.2%

ＶＷ 706 0.4% 845 0.5%

GM Gr 339 0.2% 507 0.3%

その他 4,054 2.5% 5,064 3.0%

合計 167,723 100.0% 166,000 100.0%
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2016年度実績 2017年度予想 

連結得意先別売上高（16年実績 対 17年予想） 

単位：百万円 単位：百万円 

日産 日産 

ホンダ ホンダ 

トヨタ 
トヨタ 

現地通貨ベースでは増加も 
円高（想定）により横ばい 

167,723 166,000 

△1,593 
（△19.8%) 

△7,324 
（△20.5％） 

＋5,241  
（＋4.8％） 
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※  

※ ルノー向け売上含む 

6,327 

4,100  

+1,333 

△578 

+2,395 

△602 

△2,381 

△1,089 

+141 

△1,303 
△143 

0
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金型設備 
利益 

連結調整等 

為替換算 
影響 

新拠点操業 
開始に伴う費用 
の増加 

合理化 

客先原低対応 

売上増 

減価償却費 

本社追加費用
（人員強化、 

開発費） 

単位：百万円 

2016年度 
実績 

2017年度 
予想 

連結営業利益の増減要因分析（16年実績 対 17年予想） 

△2,227 減益 

売上（ボリューム）増や、合理化などの増益要因がある中、将来に備えた、 
増強・拡張による償却費増、人員強化、開発費増などにより減益見込み 
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地域別（連結調整前）売上高・営業利益（16年実績 対 17年予想） 

単位：百万円 

◆売上高 

◆営業利益 

57,136  
78,014  

52,218  
66,851  71,893  

52,722  

0

50,000

100,000

  16年度    17年度 

  日本  
 16年度    17年度 

 アジア 

4,255  

△1,863 

3,545  3,533  

△1,740 

3,006  

△ 2,000 

0

2,000

4,000

6,000

単位：百万円 

＋9,715

＋17.0％ 

△6,121 

△7.8％ ＋504 

＋1.0％ 

△722 

△17.0％ ＋123 

＋6.6％ 

△539 

△15.2％ 

  16年度    17年度 

  米州  

  16年度    17年度 

  日本  
  16年度    17年度 

  米州  
 16年度    17年度 

 アジア 

日本 ： 固定費（償却費・人件費・開発費）の増加などにより減益 
米州 ： 米国テネシー改善により、アラバマ立上げ費用の増加などあるも損失は縮小 
アジア： 円高（想定）と償却費の増加により減益 
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増減額 
増減率 

3,357 
1,808 1,769 

5,236 4,730 

9,857 

9,265 
8,220 

14,301 

7,615 

8,374 

6,760 

5,511 

5,106 

9,785 
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アジア

米州

日本

 設備投資と減価償却費  

設備投資 減価償却費 

24,643 

21,588 

17,833 

15,500 

10,870 

5,262 

6,632 

8,373 

11,400 

単位：百万円 単位：百万円 

22,130 
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日本

10,592 

6,632 
8,373 

10,870 
11,800 

14 

円高の影響により円換算
値では減少だが、現地通
貨ベースでは増加 
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Ⅴ. 株主還元について 

Ⅱ. 2017年度予想 

Ⅰ. 2016年度業績 

Ⅳ. 「YSP2017」の進捗及び今後の方向性 
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Ⅲ. 米国での収益改善の取り組み 

 米国での収益改善の取り組み 

テネシー（YAT） 

◆2016年度  

生産量増加 
負荷増大 計画外の外部サプライヤー生産 

◆2017年１月以降 

残業での生産、離職率アップ 

内製化 

負荷低減 

アラバマ（YAA） 

YAA早期立上げによる負荷軽減とプレス内製化 

損益 
悪化 

収益
改善 

内製化 

16 
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    2017 2018 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 

工場立上げ日程 当初計画           

            

YAA早期立上げスケジュール 

生産開始 

17 

稼動予定を１年以上前倒しし、生産を開始 

米国での収益改善の取り組み 

プレス生産開始 

17年1月 

組立塗装一貫生産開始 

3500TFプレス (17年１月生産開始)  1200BLﾌﾟﾚｽ (17年5月生産開始)  

実績/計画 

YAA全景 

Ⅲ. 米国での収益改善の取り組み 

Ⅴ. 株主還元について 

Ⅱ. 2017年度予想 

Ⅰ. 2016年度業績 

18 

Ⅳ. 「YSP2017」の進捗及び今後の方向性 
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YSP2017 事業領域の３本柱 

中期経営計画 YSP2017（第1期目中計）の進捗 

長期ビジョンの達成に向けて 
・事業領域の３本柱 ： 継続して推進 
・米国の収益改善 ： 緊急重要課題として取り組み 

 
（1） 製品力・開発力の更なる強化 
（2） 世界の主要自動車メーカーへの販路拡大 
（3） 多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 
 

 
  米国損益の悪化 
  円高の進行（関連する通貨全て円高方向） 
  新興国の生産台数の伸び悩み 
 

YSP2017計画策定時からの変化点 

長期ビジョン  10年後(2015→2024） 

サスペンションシステムメーカーを目指す 

19 

（1） 製品力・開発力の更なる強化 

   1） 超軽量・高剛性・低価格ニーズへの対応 

   2） YPW（ヨロズ生産方式）の革新 

（2） 世界の主要自動車メーカーへの販路拡大                    

   1） 欧米OEMへの販路拡大 

   2） グローバル供給体制の更なる強化 

（3） 多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 

    1） 将来の業容を見据えた人財確保と登用 

 YSP2017 事業領域の３本柱 

20 
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軽量化サスペンションリンクの開発 

製品力・開発力の更なる強化～サスペンション軽量化開発～ 

溶接に頼らない構造により、軽量化を可能とした 
サスペンションリンクを開発中 

現行品 （３部品構成） 

        溶接有り 

バーリングタイプ 
     溶接レス 

提案形状 （溶接なし１部品構成） 

A A 

ＳＥＣＴ A-A 

21 

製品力・開発力の更なる強化～シミュレーション技術開発～ 

シミュレーション技術による解析モデル自動作成システム開発 

性能シミュレーション事例 

解析モデル作成の自動処理化に取り組み、開発・生産準備      
プロセスの期間を短縮。 22 

解析モデル 
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無人化ラインの取り組み  

製品力・開発力の更なる強化～YPWの革新～ 

23 

新工法の開発・品質向上 

製品力・開発力の更なる強化～YPWの革新～ 

24 
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2016年度に受賞した品質賞 

日産自動車より 
グローバル品質賞 【 ４年連続】 

日野自動車様よ
り  

品質優良賞 
(北米YAT) 

北米日産より 
リージョナル品質賞 

(YMEX) 

日産車体より 
品質貢献賞 

メキシコ日産より 
品質賞(YMEX) 

トヨタ自動車東日本より
品質感謝状 

ホンダブラジルより 
新車開発優秀賞 

(YAB) 

日野自動車より  
品質優良賞(北米YAT) 

25 

 世界の主要自動車メーカーへの販路拡大 

ヨロズグローバルネットワークのさらなる拡大の可能性  

武漢萬宝井汽車部件 

（W-YBM） 

広州萬宝井汽車部件 

（G-YBM） 

ヨロズ JBM オートモーティブ 

タミル ナドゥ（YJAT） 

ヨロズタイランド 

（YTC） 
 

ヨロズエンジニアリング 

システムズタイランド 

（YEST） 

ワイ・オグラ 

オートモーティブタイランド 

（Y-OAT） 

ヨロズオートモーティブ 

インドネシア 

（YAI） 

ヨロズオートモーティブ 

グアナファト デ メヒコ 

（YAGM） 

ヨロズメヒカーナ 

（YMEX） 

ヨロズオートモーティバ 

ド ブラジル 

（YAB） 

ヨロズオートモーティブ 

アラバマ 

（YAA） 

ヨロズオートモーティブ 

ノースアメリカ 

（YANA） 

ヨロズオートモーティブ 

テネシー（YAT） 
 

ヨロズアメリカ（YA） 

米国第2生産拠点（YAA）の設立 欧州事務所設立 

中国第3生産拠点の検討 
欧州事務所 

26 



14 

事務所所在地 

ルノー 

30分 

欧州事務所設立 

世界の主要自動車メーカーへの販路拡大～欧米OEM～ 

＜所在地＞ 
Carré Vélizy, Bâtiment Équateur,5ème étage, 

16-18 ,Avenue Morane Saulnier,  
78140 VELIZY VILLACOUBLAY, FR 

CDG空港 

１時間 

パリ中心地 

27 

グローバル 
エンジニアの育成 

タレント 
マネジメントの構築 

ダイバーシティの
推進 

将来の業容を見据えた人財確保と登用 

Diversity 

Global Engineer Talent Management 

28 

多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 

多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 
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ダイバーシティの推進 

文化 

Culture 価値観 

Value 

人種 

Race 

ライフスタイル

Lifestyle 

障がい 
Challenged 

性別 

Gender 

年齢 

Age 
国籍 

Nationality 

多様性を受入れる 
土壌（組織）を醸成する 

 ダイバーシティを尊重した採用と登用 

「働き方改革」の本格導入へ 

グローバル規模での人財交流と育成 

29 

多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 

グローバルエンジニアの育成 

山形県庄内地区における産学協同での取り組み 

産学協同での人財育成 

ヨロズエンジニアリング 

協力 

30 

多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 
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タレントマネジメントの構築 

教育 

資格 

異動履歴 

評価 

本社で 
情報を集約 

拠点 

組織横断的に 
人財活用と人財開発を行う 

拠点 

キャリアプランに基づく 
教育の実施 評価と登用  

（サクセッションプラン） 

選 出 

候補者 
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計画的ローテーション 

多様性を尊重したグローバルマネジメントの強化 

Ⅲ. 米国での収益改善の取り組み 

Ⅱ. 2017年度予想 

Ⅰ. 2016年度業績 

Ⅳ. 「YSP2017」の進捗及び今後の方向性 
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Ⅴ. 株主還元について 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiizJiGy6LSAhUIfLwKHZEcDjQQjRwIBw&url=http://pictogram-free.com/01-pictogram/001-pictogram.html&bvm=bv.147448319,d.dGo&psig=AFQjCNGUKRBJlra0MVAkvEhcBD_0yLW4hg&ust=1487814492774876
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財務戦略：自己株式取得 

自己株式１００万株(１５億円)を取得 

１．取得した株式の種類： 当社普通株式 

２．取得した株式の総数： 100万株 

３．株式の取得価額の総額： 1,587百万円 

４．取得期間：   2016年9月14日～2016年11月8日まで 

５．取得方法：   信託方式による市場買付 
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＜参考＞2016年9月8日開催の取締役会での自己株式取得に関する決議事項 
  ・取得し得る株式の総数 ： 100万株（上限） 
              （発行済株式総数（自己株式を除く）対する割合4.04%） 
  ・株式の取得価格の総額 ： 20億円（上限） 
  ・取得期間          ：  2016年9月14日～2017年3月13日 
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財務戦略：株式還元策の拡充 

（円/株） 

2015～2017年度 
連結配当性向 35％ 
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ご清聴ありがとうございました 

http://www.yorozu-corp.co.jp 

   ２０１６年度              決算説明会 

ヨロズ ホームページアドレス 
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この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関する情報は、本資料の作成時点 

において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくもの 

です。しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような結 

果の発生などにより、本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。 

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に 

努めて参りますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控 

え下さいますようお願い致します。 

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願い致します。 

●お問合せ 
責任者： ㈱ヨロズ 取締役副社長執行役員 財務部長  佐草 彰 
担 当： ㈱ヨロズ 財務部                    高橋 剛健 

 
ＴＥＬ 045-543-6802  ＦＡＸ 045-543-4915 

 免責事項と著作権について 
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